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教員視界のリアルタイム提示と記録についての検討 

○山際 基（山梨大学），山主 公彦‡（山梨大学教育学部附属中学校） 

 

１．はじめに 

現在，ICT 機器を利用した授業実践が数多

く行われている。授業における様々な現象を

客観的にとらえるために，ICT の活用が有効

であることが示されている。そして，授業や

実習の時間中において生徒のアクティビティ

を促進するために情報共有を行う機会が増加

している。生徒の活動を紹介する時や教材な

どの実物を示す際には，従来は書画カメラが

利用されてきたが設置場所が固定されるなど

対応しきれないことが多い。また一般的なビ

デオカメラでの撮影はビデオカメラを手に持

つか三脚などで固定する必要があり，撮影し

た映像をリアルタイムに映写するには支障が

ある。 

従来までにウェアラブルカメラを用いた研

究においては，授業時には録画のみ行い，視

聴や確認は別の機会や時間において行われる

ものであったが，本研究では，ウェアラブル

カメラを用いて教員の視界を映像として記録

すると同時に，映像をプロジェクタや大型テ

レビに映写することによって，活動状況の情

報共有やアクティビティの向上を狙う。しか

し提示される情報が増加するため授業を受け

る生徒の集中が逸れる可能性や，映写する映

像の質が悪ければ情報が正しく伝わらない可

能性があることから，基礎検討として，授業

時間中に試行撮影および映写を行い生徒の反

応を調査した。 

 

２．ウェアラブルカメラの利用 

ウェアラブルカメラは小型で身に着けるこ

とでき，両手を塞ぐことなく撮影が可能であ

る。現在は様々な機種が存在するが，本研究

では次の 2 点の要件を設けてカメラを選定し

た。一つ目は撮影映像が手ブレなどによれ乱

れが起きにくいことである。映像の乱れは映

写された映像を見る生徒にとって不快感を与

える可能性があり，なおかつ情報を適切に伝

えることができない恐れがある。二つ目はカ

メラを装着する教員の行動に支障を与えない

ことである。カメラからプロジェクタへ映像

を転送する際に有線接続を用いると教員の行

動に支障をきたすことになる。また教員が映

像としたいものを撮影できるようすばやく簡

単に操作が可能であることも必要である。リ

アルタイムに教員の視界を提示および記録す

る機器構成を図 1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 教員視界のリアルタイム提示の機器構成 

図 1 において実際に使用した機器を表 1 に

まとめる。 

表 1 使用機器一覧 

図 1における機器 使用機器名 

ウェアラブルカメラ Osmo Pocket 

(無線モジュールを含む) 

スマートフォン Huawei P20 

映像表示アプリ DJI Mimo 

大型モニタ 東芝 REGZA 55M520X 

ウェアラブルカメラにおいては，手ブレ補正

機能の利用や高速なパンやティルトを和らげ

るためにジンバル一体型のカメラを使用した。

これは映像のブレや急速に映像が動くことに

よって，視聴する生徒の不快感を少なくするこ

とを目的としている。さらに、ウェアラブルカ

USB–HDMI 
ケーブル 

大型モニタ 
（プロジェクタ） 

スマートフォン 

ウェアラブル 
カメラ 

無線伝送 



- 90 - 

メラはネックマウントによって教員が装着す

る。これは教員が必要に応じてカメラを首から

外し，対象物に焦点を当てることを可能にする

ためである。またスマートフォンは無線伝送さ

れる映像の受信および映写のために使用する。

映像の無線伝送においては無線 LAN ルータ軽

油など様々な方法があるが，本研究では実習室

や教室の設備に極力依存しないよう最小の構

成となっている。 

 

３．授業における試行撮影と生徒の反応 

3.1 試行撮影概要 

試行撮影は山梨県甲府市内の F 中学校第 2

学年の 2クラス（37名，36名，計 73名）を

対象とし，2週分の技術の実習時間（2コマ連

続，週 1 回）に行った。教員がウェアラブル

カメラを首から提げて撮影するとともに，映

像を液晶モニタに映し出すことによって，教

員の視界を生徒へ提示した。教員は通常の授

業と同じように口頭説明や机間巡視を行うこ

とができ，カメラを身に着ける以外に教員の

行動を制限することなく撮影を行った。実際

の試行撮影の状況を図 2および図 3に示す。 

 

図 2 試行撮影中の授業状況 

 

図 3 教員のカメラ装着状況 

3.2 生徒へのアンケート 

生徒へのアンケートは週 1 回，授業終了時

に実施した。初回においては，生徒へ事前説

明を行わずに試行撮影を行い，授業終了時に

アンケートを実施した。生徒の反応を見るに

あたって，教員が通常と異なりカメラを身に

着けていることに対する反応，大型モニタに

映像が映されている状況に対する反応，映像

の精度に対しての反応に焦点を当ててアンケ

ートを実施した。 

教員が通常と異なりカメラを身に着けてい

ることに対する反応，大型モニタに映像が映

されている状況に対する反応については，撮

影していることや撮影映像が映し出されてい

ることと生徒の授業への集中に影響を及ぼし

ているかについて問うこととした。この問い

について，実際のアンケート文言と回答選択

肢を表 2に示す。 

表 2 アンケート文と選択肢 その 1 

設問 1 

授業中，先生が首からカメラを提げていましたが，

授業に集中できないなどカメラが気になることが

ありましたか？1 つ選んで〇印をつけてくださ

い。 

設問 1の回答選択肢 

①とても気になった  ②少し気になった 

③どちらともいえない 

④あまり気にならなかった 

⑤ほとんど気にならなかった 

設問 2 

授業中、先生が首から提げているカメラの映像が

流れていましたが、先生の指示あった時以外で映

像を見ることや授業に集中せずに映像を見てしま

うことがありましたか？ 1 つ選んで〇印をつけ

てください。 

設問 2の回答選択肢 

①たくさんあった  ②少しあった 

③どちらともいえない  ④あまりなかった 

⑤ほとんどなかった 
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映像の精度に対しての生徒の反応について

は，映像の解像度が関わるきれいさや見やす

さについての設問，教員が机間巡視などによ

り教室内を動き回ることから映像のゆれやガ

タつき具合についての設問を用意した。実際

のアンケート文言と回答選択肢を表 3 に示す。 

表 3 アンケート文と選択肢 その 2 

設問 3.1 

授業中、先生が首から提げているカメラの映像が

流れていましたが、その映像はいつも使用する書

画カメラの映像より見やすかったですか？映像の

きれいさ、見やすさはどうでしたか？1 つ選んで

〇印をつけてください。 

設問 3.1の回答選択肢 

①とてもきたなく見づらい 

②少しきたない、少し見づらい  ③普通 

④まあまあきれいだった 

⑤とてもきれいで見やすかった 

設問 3.2 

授業中、先生が首から提げているカメラの映像が

流れていましたが、その映像はいつも使用する書

画カメラの映像より見やすかったですか？映像の

ゆれ、ガタつきはどうでしたか？1 つ選んで〇印

をつけてください。 

設問 3.2の回答選択肢 

①ゆれがひどくガタガタして全く見えなかった 

②ゆれやガタつきが少し気になった 

③どちらともいえない 

④ゆれやガタつきはあまり気にならなかった 

⑤全くゆれやガタつきはなかった 

アンケートの自由記述として，試行撮影に

ついて感じたことや授業の中でどのような場

面で使用すると良いかを考えさせる問いを設

けた。通常の撮影のみの場合，教員がカメラ

のレンズを生徒に向けると生徒が不安に感じ

ることや何が写っているか心配になる可能性

がある。これは生徒の授業や活動への集中を

阻害するものであり，本研究では撮影映像を

即時に映写することで生徒の不安や心配を解

消することがねらいの 1 つである。また生徒

の ICT 活用検討の一環として，使用場面の検

討も自由記述として問いを設けた。 

3.2 アンケート回答結果 

アンケートの各設問の回答結果を表 4～7

に示す。 

表 4 設問 1の回答集計 

週 クラス 
回答選択肢 

① ② ③ ④ ⑤ 

1 
A 1 13 1 11 11 

B 1 9 2 6 18 

2 
A 0 12 6 7 12 

B 4 5 3 7 20 

表 5 設問 2の回答集計 

週 クラス 
回答選択肢 

① ② ③ ④ ⑤ 

1 
A 1 12 5 9 10 

B 1 8 4 10 13 

2 
A 0 12 6 10 9 

B 1 10 3 10 15 

表 6 設問 3.1の回答集計 

週 クラス 
回答選択肢 

① ② ③ ④ ⑤ 

1 
A 0 8 15 9 5 

B 0 5 12 11 7 

2 
A 1 6 15 9 6 

B 1 8 17 5 8 

表 7 設問 3.2の回答集計 

週 クラス 
回答選択肢 

① ② ③ ④ ⑤ 

1 
A 0 8 5 18 6 

B 0 9 9 18 0 

2 
A 0 5 9 16 6 

B 0 18 10 9 1 

設問 1 の教員がカメラを身に着けているこ

とに対する反応，設問 2 の大型モニタに映像

が映されている状況に対する反応については，

初回調査時においては少し気になったという

回答が多かった。これは従来なかったものが

現れたことに対する反応として当然のことで
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あり，2 週目の調査において対象クラス共に

大きく変わらない結果となった。1 週目の回

答平均が 3.67，2週目の回答平均が 3.69とな

りほとんど変化がないと言える。カメラで撮

影する状況に生徒が慣れるには相応の期間撮

影を継続する必要があると考えられる。 

設問 3.1および 3.2の映像の精度に対して

の反応については，映像の画質およびゆれ，

ガタつきのどちらの設問においても映像が汚

く見づらい，ゆれやガタつきがひどく全く見

えないという回答はなかった。また従来の書

画カメラと画質を比較しても同等以上という

回答が多かった。しかしながら映像のゆれや

ガタつきについては，全く気にならないとい

う回答は少なかった。1 週目の回答平均は設

問 3.1が 3.43，設問 3.2が 3.42，2週目の調

査においては設問 3.1 が 3.31，設問 3.2 が

3.21と 2週目が多少悪い結果となった。これ

は単純にウェアラブルカメラの性能だけでな

く，映写する大型モニタの大きさも影響する

とともに，伝送される映像が止まってしまう

と評価が悪くなる傾向にあった。 

映像について何か感じたことを問う自由記

述の回答結果においては「教員の視点が見る

ことができ面白かった」「周りの生徒の作業の

進捗具合を見ることができた」と好意的な意

見が多く見られた。「カメラをつけている先生

が少し嫌になった」「先生がどこを見ているの

か気になってモニタばかり見てしまった」と

いう意見も少数ながらあったものの，撮影さ

れていることを不安になった、心配したとい

うような回答はほとんどなかった。 

ICT 活用検討の一環として，使用場面の検

討する自由記述の回答においては「周りの生

徒やグループの進み具合を知る」「他の人のノ

ートをうつすような場面」というクラス内の

情報共有のためのツールとする意見，「授業中

の生徒の態度を観察する」「寝ている人を映す」

という教員が見ている状況の可視化のための

ツールとする意見が挙げられた。また技術科

の授業だけでなく他の授業にも扱えるような

意見もあった。 

 

４．まとめ 

本研究では，ウェアラブルカメラを用いて

教員の視界を映像として記録すると同時に，

映像をプロジェクタや大型テレビに映写する

ことによって，活動状況の情報共有やアクテ

ィビティの向上を狙う基礎検討を行った。教

員の活動を可能な限り阻害しないためにウェ

アラブルカメラを用い，さらに映像の無線伝

送をモニタに行った。無線通信を用いて映像

という大容量データを送っていることから映

像が止まってしまう可能性があり，実際の試

行撮影においても何度か映像が止まってしま

うことが起きた。現状は教員がモニタ映像の

確認をする必要があり，簡単ながら復旧の操

作が必要となる。また撮影者である教員のカ

メラ撮影を行っているという意識が必要にな

る。教員の視線と常に一致する構成ではない

ため，映したいところにカメラを動かす，姿

勢を変えるといったことが必要となる。 

授業における試行撮影においては，生徒の

好意的な反応が多く見られ，今後は生徒の活

動状況の情報共有やアクティビティの向上を

狙った検証を行うと共に，技術科以外の他の

教科での利用，教育実習における実習生への

指導にも活用の幅を広げていくことを検討し

ている。 
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